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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第79期

前第３四半期
連結累計期間

第80期
当第３四半期
連結累計期間

第79期
前第３四半期
連結会計期間

第80期
当第３四半期
連結会計期間

第79期

会計期間

自　平成21年４
月１日

至　平成21年12
月31日

自　平成22年４
月１日

至　平成22年12
月31日

自　平成21年10
月１日

至　平成21年12
月31日

自　平成22年10
月１日

至　平成22年12
月31日

自　平成21年４
月１日

至　平成22年３
月31日

売上高 (千円) 15,474,44819,551,6006,020,6797,006,91621,647,530

経常利益 (千円) 497,6401,426,171490,849545,105770,332

四半期（当期）純利益 (千円) 256,822808,819331,493317,801516,501

純資産額 (千円) ─ ─ 6,860,5837,836,8527,132,397

総資産額 (千円) ─ ─ 21,564,48321,764,32521,002,936

１株当たり純資産額 (円) ─ ─ 435.13 497.07 452.37

１株当たり四半期（当
期）純利益金額

(円) 16.29 51.30 21.02 20.16 32.76

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ─ ― ─ ― ―

自己資本比率 (％) ─ ─ 31.8 36.0 34.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 1,346,7511,174,317 ─ ─ 3,247,075

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △340,336△102,051 ─ ─ △546,409

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,044,851△1,283,445 ─ ─ △2,373,213

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ─ ─ 735,356890,0641,101,244

従業員数 (名) ─ ─ 504 502 501

(注) １ 当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載していま

せん。

２ 売上高には、消費税等は含まれていません。

　　 ３ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していませ

ん。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

 

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成22年12月31日現在

従業員数(名) 502(175)

(注) １　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は(　)内に当第３四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載して

います。

２　当社及び連結子会社は、単一事業分野において営業を行っており、単一事業部門で組織されているため従業員

数は全社共通としています。

　

(2) 提出会社の状況

平成22年12月31日現在

従業員数(名) 268(112)

(注) 　　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は(　)内に当第３四半期会計期間の平均人員を外数で記載していま

す。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績を部門別に示すと、次のとおりであります。
　

部門の名称 生産高(千円) 前年同四半期比（％）

自動車部品 4,283,760 △3.4

建設機械部品 2,337,747 79.3

農業機械部品 213,804 44.8

その他部品 148,172 29.5

合計 6,983,483 16.4

(注) １　上記金額は販売価格をもって示し、消費税等は含まれていません。
２　外注製品の仕入を含んでいます。

　
　

(2) 受注実績

当第３四半期連結会計期間における受注実績を部門別に示すと、次のとおりであります。
　

部門の名称 受注高(千円)
前年同四半期比
（％）

受注残高(千円)
前年同四半期比
（％）

自動車部品 4,178,966 1.7 2,814,885 5.3

建設機械部品 2,577,118 86.3 2,392,221 68.3

農業機械部品 227,026 29.8 195,137 20.8

その他部品 133,255 1.4 118,486 △15.1

合計 7,116,367 22.7 5,520,731 25.6

(注) 　上記金額は販売価格をもって示し、消費税等は含まれていません。
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(3) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績を部門別に示すと、次のとおりであります。
　

部門の名称 販売高(千円) 前年同四半期比（％）

自動車部品 4,298,133 △3.4

建設機械部品 2,345,591 79.3

農業機械部品 214,521 44.8

その他部品 148,669 29.5

合計 7,006,916 16.4

(注) １　主な相手先別の販売実績及び総販売実績に対する割合は次のとおりであります。
　

相手先

前第３四半期連結会計期間 当第３四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％) 販売高(千円) 割合(％)

ダイハツ工業㈱ 3,030,569 50.3 2,782,946 39.7

トヨタ自動車㈱ 783,647 13.0 805,848 11.5

コベルコ建機㈱ 521,095 8.7 1,001,533 14.3

トピー工業㈱ 368,202 6.1 871,514 12.4

２　上記金額は販売価格をもって示し、消費税等は含まれていません。
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２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等

又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在していません。

　
３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われていません。

　
４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間における経済環境は、国内外の財政・金融対策の効果や新興国向け輸出に支

えられ、一部景気回復の兆しが見られたものの、設備投資、個人消費は回復に至っておらず、依然として先行

き不透明な状況が続いています。

　このような状況の中、自動車部品部門においては、上半期は国内外の各種優遇税制等の効果により堅調に

推移しましたが、第３四半期に入り国内のエコカー購入補助金の打ち切り等もあり、前年同期比で売上が減

少傾向となりました。一方、海外市場ではアジアを中心とする新興国向けの小型車市場が好調に推移し、国

内市場の不振をカバーしました。また、建設機械部品部門においては、依然として国内需要は低迷したもの

の、中国・東南アジア等の新興国の旺盛な需要が続いたことにより建設機械メーカーの生産も増加基調と

なり当社売上高も堅調に推移しました。

　この結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は70億６百万円（前年同四半期比16.4%増）となりまし

た。部門別では、自動車部品は42億９千８百万円（前年同四半期比3.4%減）、建設機械部品は23億４千５百

万円（前年同四半期比79.3%増）、農業機械部品は２億１千４百万円（前年同四半期比44.8%増）、その他部

品は１億４千８百万円（前年同四半期比29.5%増）となりました。

　損益面におきましては、売上高の増加及び当社グループを挙げての原価低減活動の効果もあり、営業利益

は５億５千１百万円（前年同四半期比9.9％増）、経常利益は５億４千５百万円（前年同四半期比11.1％

増）、四半期純利益は３億１千７百万円（前年同四半期比4.1％減）となりました。
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(2)財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の財政状態につきましては、総資産は、第２四半期連結会計期間末に比べ７

億９千６百万円増加し、217億６千４百万円となりました。

　資産の部では、流動資産は現金及び預金が５億９百万円減少、受取手形及び売掛金が４億９千７百万円増

加、未収入金が10億７千万円増加したこと等により、第２四半期連結会計期間末に比べ10億７千８百万円増

加し、123億９千６百万円となり、また固定資産は有形固定資産が２億９千２百万円減少したこと等により

第２四半期連結会計期間末に比べ２億８千２百万円減少し、93億６千８百万円となりました。

　負債の部では、流動負債は、支払手形及び買掛金が５億１百万円増加したこと等により、第２四半期連結会

計期間末に比べ５億４千５百万円増加し、122億８百万円となり、固定負債は、長期借入金が７千９百万円減

少したこと等により、第２四半期連結会計期間末に比べ７千５百万円減少し、17億１千９百万円となりまし

た。

　純資産は、四半期純利益３億１千７百万円計上したこと等により、第２四半期連結会計期間末に比べ３億

２千６百万円増加し、78億３千６百万円となりました。

　

(3）キャッシュ・フローの状況の分析

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第２四半期連結

会計期間末に比べ５億９百万円減少し、８億９千万円となりました。

当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動による資金の減少は４億４百万円（前年同四半期は１億６千９百万円の増加）となりました。

この主な要因は税金等調整前四半期純利益５億４千５百万円、減価償却費３億３千４百万円、仕入債務の増

加５億１百万円、また、減少要因として売上債権の増加４億９千７百万円、未収入金の増加10億７千万円等

によるものであります。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動による資金の減少は１千５百万円（前年同四半期は３千１百万円の減少）となりました。この

主な要因は、有形固定資産の取得による支出１千４百万円によるものであります。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動による資金の減少は８千８百万円（前年同四半期は６億８百万円の減少）となりました。この

主な要因は、長期借入金の返済による支出８千５百万円によるものであります。

　
(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及

び新たに生じた課題はありません。

　

(5）研究開発活動

研究開発費発生額については、現状、費用区分が困難なため、算出していません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除

却等について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設の計画は以下のとおりで

あります。

　

会社名
事業所名
(所在地)

セグメント
の名称

設備の
内容

投資予定額(百万円)
資金調達
方法

着手
年月

完了予定
年月

完成後の
増加能力

総額 既支払額

㈱メタルテックス
水口工場
(滋賀県甲賀市)

鍛工品事業
自動車部品
機械加工設備

1,000 ― 自己資金
平成22年
12月

平成23年
７月

生産能力
100％増

(注)  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年２月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 15,786,91015,786,910
大阪証券取引所
市場第２部

単元株式数は1,000株であります。

計 15,786,91015,786,910―
―
 

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年12月31日 ─ 15,786,910─ 2,143,486─ 1,641,063

　

(6) 【大株主の状況】

　

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成22年９月30日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

平成22年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式　　　20,000
― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　15,732,00015,732 ―

単元未満株式 普通株式　　　34,910 ― ―

発行済株式総数 15,786,910― ―

総株主の議決権 ― 15,732 ―

(注)　１　「完全議決権株式（その他）」欄には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株含まれています。 

　　また、「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数２個が含まれています。

２　「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式274株が含まれています。

　

② 【自己株式等】

平成22年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
㈱メタルアート

草津市野路三丁目２番18号 20,000 ― 20,000 0.13

計 ― 20,000 ― 20,000 0.13

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高(円) 290 279 208 215 220 195 194 259 280

最低(円) 231 198 190 190 184 184 175 177 237

(注)株価は、大阪証券取引所市場第二部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しています。

なお、前第３四半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び前第３四半期連結

累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第３四半期連結会計期間(平成22年10月１日から平成22年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間

(平成22年４月１日から平成22年12月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

います。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成21年10月１

日から平成21年12月31日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表については、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受け、当第

３四半期連結会計期間(平成22年10月１日から平成22年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間(平

成22年４月１日から平成22年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表については、あらた監査法人により

四半期レビューを受けています。

　なお、当社の監査法人は次のとおり交代しています。

　第79期第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間　有限責任監査法人トーマツ

　第80期第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間　あらた監査法人
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 890,064 1,101,244

受取手形及び売掛金 ※2
 4,720,913 3,932,221

製品 351,961 283,784

仕掛品 1,170,184 818,375

原材料及び貯蔵品 1,007,509 1,107,418

未収入金 4,075,064 3,343,607

その他 180,382 155,766

流動資産合計 12,396,081 10,742,419

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,582,531 2,702,123

機械装置及び運搬具（純額） 3,985,466 4,653,185

その他（純額） 2,281,736 2,344,954

有形固定資産合計 ※1
 8,849,734

※1
 9,700,263

無形固定資産 81,597 96,205

投資その他の資産

投資有価証券 282,936 297,030

その他 157,356 170,397

貸倒引当金 △3,380 △3,380

投資その他の資産合計 436,912 464,048

固定資産合計 9,368,243 10,260,517

資産合計 21,764,325 21,002,936

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,841,039 5,899,504

短期借入金 4,107,126 4,185,566

未払法人税等 380,294 155,485

賞与引当金 103,685 238,792

役員賞与引当金 12,750 17,000

その他 763,351 670,786

流動負債合計 12,208,247 11,167,134

固定負債

長期借入金 1,370,120 2,472,948

退職給付引当金 72,795 59,094

役員退職慰労引当金 75,900 80,700

資産除去債務 31,795 －

その他 168,614 90,662

固定負債合計 1,719,225 2,703,404

負債合計 13,927,473 13,870,539
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,143,486 2,143,486

資本剰余金 1,641,063 1,641,063

利益剰余金 3,982,160 3,267,941

自己株式 △6,436 △6,270

株主資本合計 7,760,274 7,046,220

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 76,578 86,176

評価・換算差額等合計 76,578 86,176

純資産合計 7,836,852 7,132,397

負債純資産合計 21,764,325 21,002,936
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

売上高 15,474,448 19,551,600

売上原価 14,048,806 17,105,851

売上総利益 1,425,642 2,445,748

販売費及び一般管理費 ※1
 912,455

※1
 1,000,697

営業利益 513,186 1,445,050

営業外収益

受取利息 58 23

受取配当金 3,626 4,102

受取ロイヤリティー 16,274 14,630

物品売却益 7,603 10,415

助成金収入 22,797 4,863

その他 32,201 13,813

営業外収益合計 82,562 47,849

営業外費用

支払利息 80,643 45,996

固定資産処分損 － 16,713

その他 17,465 4,019

営業外費用合計 98,108 66,729

経常利益 497,640 1,426,171

特別損失

固定資産処分損 9,189 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 27,706

特別損失合計 9,189 27,706

税金等調整前四半期純利益 488,450 1,398,465

法人税、住民税及び事業税 220,579 589,646

過年度法人税等 11,048 －

法人税等合計 231,628 589,646

少数株主損益調整前四半期純利益 － 808,819

四半期純利益 256,822 808,819
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成22年10月１日
　至 平成22年12月31日)

売上高 6,020,679 7,006,916

売上原価 5,200,018 6,127,362

売上総利益 820,661 879,553

販売費及び一般管理費 ※1
 318,558

※1
 327,671

営業利益 502,102 551,882

営業外収益

受取利息 9 4

受取配当金 1,385 1,962

受取ロイヤリティー 6,324 3,038

物品売却益 3,393 4,697

その他 4,251 4,547

営業外収益合計 15,364 14,251

営業外費用

支払利息 24,016 11,812

固定資産処分損 － 8,455

その他 2,601 759

営業外費用合計 26,617 21,027

経常利益 490,849 545,105

特別損失

固定資産処分損 7,209 －

特別損失合計 7,209 －

税金等調整前四半期純利益 483,639 545,105

法人税、住民税及び事業税 152,145 227,303

法人税等合計 152,145 227,303

少数株主損益調整前四半期純利益 － 317,801

四半期純利益 331,493 317,801
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 488,450 1,398,465

減価償却費 949,359 945,890

賞与引当金の増減額（△は減少） △122,256 △135,106

役員賞与引当金の増減額（△は減少） － △4,250

退職給付引当金の増減額（△は減少） △19,554 10,999

受取利息及び受取配当金 △3,685 △4,125

支払利息 80,643 45,996

有形固定資産除却損 9,633 16,713

有形固定資産売却損益（△は益） 721 －

売上債権の増減額（△は増加） △661,498 △788,692

未収入金の増減額（△は増加） △1,234,982 △702,376

たな卸資産の増減額（△は増加） 422,507 △320,077

仕入債務の増減額（△は減少） 1,613,283 941,534

その他 △11,262 107,269

小計 1,511,360 1,512,241

利息及び配当金の受取額 3,687 4,125

利息の支払額 △70,633 △38,520

法人税等の支払額 △319,082 △303,528

法人税等の還付額 221,420 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,346,751 1,174,317

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △2,194 △2,036

有形固定資産の取得による支出 △324,607 △99,365

有形固定資産の売却による収入 1,290 －

その他 △14,825 △650

投資活動によるキャッシュ・フロー △340,336 △102,051

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △1,037,868 △1,181,268

リース債務の返済による支出 △6,155 △7,647

自己株式の取得による支出 △140 △166

配当金の支払額 △687 △94,364

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,044,851 △1,283,445

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △38,436 △211,180

現金及び現金同等物の期首残高 773,792 1,101,244

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 735,356

※1
 890,064
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【継続企業の前提に関する事項】

当第３四半期連結会計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）

　　　　該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日)

１　会計方針の変更

（１）「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号　平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31

日）を適用しています。

　これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益は、それぞれ482千円減少、税金等調整前四

半期純利益は、28,188千円減少しています。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は

31,795千円であります。

 

　

【表示方法の変更】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

(四半期連結損益計算書関係)

１ 「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号  平成20年12月26日)に基づき財務諸表等規則等の 

一部を改正する内閣府令(平成21年３月24日  内閣府令第５号)の適用に伴い、当第３四半期連結累計期間で

は、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しています。

２  前第３四半期連結累計期間において、営業外費用の「その他」に含めていた「固定資産処分損」は、営業外費

用総額の100分の20を超えたため、当第３四半期連結累計期間では区分掲記することとしています。なお、前第

３四半期連結累計期間の営業外費用の「その他」に含まれる「固定資産処分損」は1,164千円であります。

　

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年10月１日  至  平成22年12月31日)

(四半期連結損益計算書関係)

１ 「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号  平成20年12月26日)に基づき財務諸表等規則等の

一部を改正する内閣府令(平成21年３月24日  内閣府令第５号)の適用に伴い、当第３四半期連結会計期間で

は、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しています。

２  前第３四半期連結会計期間において、営業外費用の「その他」に含めていた「固定資産処分損」は、営業外費

用総額の100分の20を超えたため、当第３四半期連結会計期間では区分掲記することとしています。なお、前第

３四半期連結会計期間の営業外費用の「その他」に含まれる「固定資産処分損」は303千円であります。
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【簡便な会計処理】

　

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日)

 
１　棚卸資産の評価方法

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸高

を基礎として合理的な方法により算定する方法によっています。

２　固定資産の減価償却費の算定方法

固定資産の年度中の取得、売却又は除却等の見積を考慮した予算に基づく年間償却予定額を期間按分する方法

によっています。

３　繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しましては、前連結会計年度末以降に経営環境等に著しい変化がなく、

かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合には、前連結会計年度決算において使用した

将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっており、前連結会計年度末以降に経営環境に著

しい変化があるか、または、一時差異等の発生状況に著しい変化が認められた場合には、前連結会計年度決算にお

いて使用した将来の業績予測やタックス・プランニングに当該著しい変化の影響を加味したものを利用する方

法によっています。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日)

１　税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純

利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しています。ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用

を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用する方法によっています。

　なお、法人税等調整額は、法人税、住民税及び事業税に含めて表示しています。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

　

※1　有形固定資産の減価償却累計額　11,072,559千円

※2　四半期連結会計期間末日満期手形
四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につ　
　　いては、手形交換日をもって決済処理していま
す。なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機
関の休業日であるため、次の四半期連結会計期間末
日満期手形が四半期連結会計期間末残高に含まれ
ています。

　　　受取手形　　　　　　　　　　　　　12,080千円

※1　有形固定資産の減価償却累計額　10,701,099千円

　

(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

　

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間 
(自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日)

※1　販売費及び一般管理費の主なもの

運賃保管料 341,795千円

給与手当・賞与等 279,861千円

賞与引当金繰入額 8,300千円

役員退職慰労引当金繰入額 15,400千円

退職給付費用 14,250千円

 

※1　販売費及び一般管理費の主なもの

運賃保管料 411,031千円

給与手当・賞与等 320,645千円

賞与引当金繰入額 11,000千円

役員賞与引当金繰入額 12,750千円

役員退職慰労引当金繰入額 15,000千円

退職給付費用 14,160千円

 

　

第３四半期連結会計期間

　

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日)

※1　販売費及び一般管理費の主なもの

運賃保管料 137,729千円

給与手当・賞与等 58,338千円

賞与引当金繰入額 8,300千円

役員退職慰労引当金繰入額 7,200千円

退職給付費用 5,090千円

 

※1　販売費及び一般管理費の主なもの

運賃保管料 134,884千円

給与手当・賞与等 102,423千円

賞与引当金繰入額 11,000千円

役員賞与引当金繰入額 4,250千円

役員退職慰労引当金繰入額 4,700千円

退職給付費用 260千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間 
(自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日)

※1　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結　

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 

　現金及び現金同等物の範囲と現金及び預金勘定は、一

致しています。

 

                   同左

　

(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間(自　平成22年４月１日

　至　平成22年12月31日)

　

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 15,786,910

　
２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 20,969

　
３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　
４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり配当額
（円）

基準日 効力発生日

平成22年6月29日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 94,599 ６ 平成22年３月31日 平成22年６月30日

　

　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当第３四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当

の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後となるもの
　

該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)及び前第３四半期連結累計期

間(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

　当社及び連結子会社は、ともに鍛工品製品販売の事業を行っている（連結子会社は鍛工品の製造及び当

社の一部部品加工組立を業としている）ため、事業の種類別セグメント情報の記載を行っていません。

　

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)及び前第３四半期連結累計期

間(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

　在外連結子会社及び在外支店がないため記載を行っていません。

　

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)及び前第３四半期連結累計期

間(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

　海外売上高はありません。

　

【セグメント情報】

(追加情報)

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平

成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針

第20号  平成20年３月21日)を適用しています。

　

　当社及び連結子会社は、ともに鍛工品製造販売の単一セグメント（連結子会社は鍛工品の製品及び当社

の一部部品加工組立を業としている。）であるため、記載を省略しています。
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(金融商品関係)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(有価証券関係)

該当事項はありません。

　

(デリバティブ取引関係)

該当事項はありません。

　

(資産除去債務関係)

当社および当社グループは、微量ＰＣＢを含有する電気機器等を処理する義務を有していますが、現

時点において処理方法が明確でないため資産除去債務を合理的に見積もることができません。そのた

め、当該債務に見合う資産除去債務を計上していません。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額
　

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

　 　

１株当たり純資産額 497.07円
　

　 　

１株当たり純資産額 452.37円
　

　
２．１株当たり四半期純利益金額等

第３四半期連結累計期間
　

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日  至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日  至　平成22年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 16.29円

　

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在しないため記載していませ
ん。

 

１株当たり四半期純利益金額 51.30円

　

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在しないため記載していませ
ん。

(注)  １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎
　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益金額 256,822千円 808,819千円

普通株式に係る四半期純利益金額 256,822千円 808,819千円

普通株主に帰属しない金額の主要な内訳 ─　千円 ─　千円

普通株式の期中平均株式数 15,767千株 15,766千株

　
第３四半期連結会計期間

　

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日  至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日  至　平成22年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 21.02円

　

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在しないため記載していませ
ん。

 

１株当たり四半期純利益金額 20.16円

　

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在しないため記載していませ
ん。

(注)  １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎
　

項目
前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益金額 331,493千円 317,801千円

普通株式に係る四半期純利益金額 331,493千円 317,801千円

普通株主に帰属しない金額の主要な内訳 ─　千円 ─　千円

普通株式の期中平均株式数 15,766千株 15,766千株
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(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

　

(リース取引関係)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社メタルアート(E02185)

四半期報告書

24/27



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

　
平成22年２月８日

株式会社メタルアート

取締役会　御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　西　　村　　　　猛　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　尾　　仲　　伸　之　　印

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社メタルアートの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21

年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社メタルアート及び連結子会社の平成

21年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間

の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年２月９日

株式会社メタルアート

取締役会　御中

　

あらた監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    高    濱    　滋        

　

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社メタルアートの平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

(平成22年10月１日から平成22年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22

年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社メタルアート及び連結子会社の平成

22年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間

の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

追記情報

 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」１　会計方針の変更（１）に記載のと

おり、会社及び連結子会社は第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」及び「資産除

去債務に関する会計基準の適用指針」を適用している。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
　

EDINET提出書類

株式会社メタルアート(E02185)

四半期報告書

27/27


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容
	３関係会社の状況
	４従業員の状況

	第２事業の状況
	１生産、受注及び販売の状況
	２事業等のリスク
	３経営上の重要な契約等
	４財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３設備の状況
	第４提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２株価の推移
	当該四半期累計期間における月別最高・最低株価

	３役員の状況

	第５経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書
	第３四半期連結累計期間
	第３四半期連結会計期間

	(3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	継続企業の前提に関する事項
	四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更
	表示方法の変更
	簡便な会計処理
	四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理
	注記事項
	事業の種類別セグメント情報
	所在地別セグメント情報
	海外売上高
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

